
様式第１

　採取場周囲を緑化するかあるいはデザイン塀等を設置するなど、採取場所在地の環境に即した景観上の対策を

　採取場内の平場等、植栽可能な箇所の緑化が図られているか。また、植栽の施行は、終掘残壁の上部から採掘

作業と平行して行っており、植栽後も、保育、維持、補植、保護のための管理を継続して行っているかどうかで判断

すること。

　洗車ピットの設置、搬入搬出路の舗装、散水車及び散水設備による場内散水、破砕機・ふるい等プラントの建屋

内設置、また、降雨時、採石切羽から破砕選別施設等への運搬道路及び表土等のたい積場からの土砂流出防止

対策が十分機能するよう採取作業進捗状況に対応した排水路などの設置などきめ細かな防災対策及び清掃管理

がなされているかどうかで判断すること。

(５)　業務管理者等による作業、採取場等の点検が毎日作業前に行われ、また、安全操業啓蒙の講習等が定期

　的に実施されているか。

　採石作業に関係した死亡事故が過去３年発生していないかどうかで判断すること。

　具体的な対策を必要とするような、採石災害が過去３年発生していないかどうかで判断すること。

　採取場が複数ある採石業者については、全ての採取場について過去３年提出されているかどうかで判断すること。

　嘱託員からの聞き取りにより、問題点等がないか、また、指導事項が改善されているか確認すること。

※次回の採取計画認可申請において認可期間を5年（風化岩石は３年）とする申請を行うには、該当
□の項目が全て○（マル）であることが必要です。

(６)　採石作業に関係した死亡事故が過去３年発生していないか。

具体的に講じているかどうかで判断すること。

(３)　裸地の緑化に積極的に取り組んでいるか。

　帳簿などによる確認及び聞き取り調査で判断すること。

優　良　と　認　め　る　判　定　表

＜岩石採取期間等を定める要領第４採取場を優良と認める基準＞　※　　　　枠内に○か×を記入すること。該当ない場合は斜線を引く
こと。

(２)　採石場周辺の環境を配慮し、景観上の対策を積極的に講じているか。

(４)　採取場の清掃及び整備が十分か、採石作業が丁寧に行われているか。

(８)　採石法施行規則第11条報告書が過去３年提出されているか。

(９)　採石等監視業務嘱託員の岩石・砂利採取場パトロール報告書において問題点等がないか。

(７)　騒音、粉塵、振動、水濁等について、周辺に対策を要する影響を過去３年与えていないか。


